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2. イントロダクション 

 

このたびは ECLER社プロフェッショナル DJ ミキシングコンソール”NUO2”をお買い上げいただき、まことにありがとうござい

ます。NUO2はスペイン ECLER社が長年の技術の蓄積をもって開発した真のプロフェッショナル DJに向けたコンソールで

あり、DJ ユースとしての使用はもちろんのこと、レコーディング、各種音楽制作にも十分な力を発揮するオーバークオリティ

を目指してデザインされました。世界中のトップ DJ たちの要望を真摯に受け入れ、開発から生産までを一貫して自社で行

い、また 1つ 1つのパーツにいたるまですべてにおいて吟味を尽くした、「道の追及」という言葉がぴったりと当てはまるす

ばらしい製品です。 

 基本的に NUO2は 2+1 チャンネル型のDJ ミキサーであり、合計で 8チャンネル分の異なるソース(音源)を再生すること

が可能です。 

 本体の高い堅牢性と耐久性により、クラブやスタジオなどプロフェッショナルな再生環境において小型のミキサーが必要な

場合のユースとして適しています。 

 

 

 

3.本体の設置 

 

まず、ユーザー様において考慮しなければならないのは「これをどこに設置し」「周辺機器とのケーブルをいかに取り回す

か」ということです。通常、こういった DJ ミキサーと呼ばれるものはテーブルトップを前提にデザインされており、両脇にター

ンテーブル（レコードプレーヤー）もしくは CD といった再生機器を置き、NUO2 本体はその中央部に設置します。NUO2 の寸

法は幅 16cm、奥行き 37cm です。 

別売オプションの鉄製「サイドプロファイルキット」を使えば DJ テーブルなどと相互に固定することができ、より快適な操

作ができるようになります。詳しくは巻末の資料(Fig.1)をご覧ください。 

 

マイクロフォン、およびターンテーブル(PHONO)は非常に高いゲイン（利得—音声信号の増幅）を必要とし、周辺で電気的ノ

イズが発生するとそのノイズがケーブルを介して混入し、ノイズごと増幅されてしまいます。調光装置やエンジン、大型トラン

スなど、本体からノイズの発生する機材およびケーブル（こういった機械は本体そのものからノイズが出ているものです）か

ら離した状態でお使いください。また、本体自体は強い電気シールドを施しています。お使いの際は、本体の底部メタリック

カバーを開けたままの状態で使わないでください。 

 

NUO2 の電源は通称スイッチングシステムといわれる電源を使用しているため、特に大きな発熱はありません。本体をクー

リングする必要はありませんが、使用環境において極端に高温多湿の場所、もしくは埃の多い場所でのご使用はお控えく

ださい。 

この電源システムは ECLER がワールドワイドの使用を前提にして設計したユニバーサルパワーサプライを使用しており、

90～264VAC、電源周波数 47～63Hz の間であれば正常に動作します。外国での使用は、その国にあった AC コンセントの

アタッチメントを購入するだけで使用することができ、ステップアップトランス等は必要ありません。 

今一度、電源ケーブルが信号ケーブルと同じ位置でにあったりクロスしたりしていないかをご確認ください。このような状態

ですと電源ノイズを発生しやすくなります。 

 

なお、本体には過電流用のヒューズ(T500mA)が搭載されています。本体の電源コード差込口のすぐ上にヒューズホルダー

があり、もしもこのヒューズが切れた場合も簡単に交換が可能です。ただし、交換してもすぐヒューズが切れるなどの現象が

起こった場合は内部の異常が考えられます。前項のカスタマーサービスもしくはお求めの販売店にご相談頂きますようお願

いします。 

 

 

＜注意＞規定容量外のヒューズを挿入することは絶対におやめください。また、交換したヒューズがすぐに切れ

るなどの症状がある場合は別の不良が考えられます。お近くの販売店もしくは輸入元カスタマサービスもしくはお

求めの販売店までご相談ください。 
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3.1. 音声ラインの接続 

 

H-Line 1  CD プレーヤー1 

Phono 1   ターンテーブル 1 

L-Line 1  コンピューター用音声出力、テープレコーダー出力等 

 

H-Line 2  CD プレーヤー2 

Phono 2   ターンテーブル 2 

L-Line 2  コンピューター用音声出力、テープレコーダー出力等 

 

Micro 3   マイクロフォン 

H-Line 3  CD プレーヤー等 

 

 

○Phono（フォノ）入力 

 

Phono 入力(31)に接続されるターンテーブル（レコードプレーヤー）は、「ムービングマグネット方式」（通称 MM 方式）による

ものであり、その出力が-55Dbv から-25dBV(1.77～56mV)の間にあるものをご使用ください。通常市販されている DJ 用タ

ーンテーブルのほとんどがこの規格に適合します。NUO2 は PHONO 入力に対して十分なヘッドルームを持っているため、

通常の入力感度は.-40dBV(10mV)となっています。このことにより比較的出力の高いカートリッジを使用しても機材にダメー

ジを与えることなく使用することができます。また、ターンテーブルから出ているアース線は必ず NUO2 本体のアース端子に

接続してください。 

 

○ライン入力 

 

接続の前にぜひ知っていただきたいこと、それは通常 CD から出力される基準音声レベルはシーケンサーやサンプラーな

どの電子楽器等の出力より高いことです。NUO2 ではこれらの出力のレベルを一定に保てるよう、それぞれに専用の入力

端子を設けました。H-LINE(30)(基準入力 0dBV/1V)は主に CD や DAT、MP3、DVD プレーヤー等の出力を接続します。ま

た、L-LINE(32)(-10dBV / 316mV)は、カセットデッキ、チューナー、サンプラーやシーケンサーなどを接続します。信号出力

レベルに関してご不明な点がある場合、その機器の説明書に書かれている製品仕様をご確認ください。. 

 

○マイクロフォン入力 

 

マイクロフォン入力(28)は定格入力レベルが-50dBV (3.16 mV)であり、1/4TRS フォーンジャックを装備しています。TRS フォ

ーンの各ピンにおける接続は以下のとおりです。 

 

ホット、＋信号  >  Tip （フォーンジャックの先端） 

コールド、－信号 >  Ring （フォーンジャックの２本目の線内） 

グラウンド  >  Sleeve （コネクタの根元に近い金属部分） 

 

なお、マイクの使用に当たってはローインピーダンスのもの (200 to 600:) で、ダイナミックマイクをお使いください。また、信
号伝送はバランスに対応しているため、外部ノイズを防ぐためにぜひともバランス接続ができるマイクをお使いください。ま

た、正しいケーブルをお使いください。 
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3.2. 音声信号出力に対する機器接続 

 

Out 1   メインパワーアンプ、PA送りなど 

 

Out 2   ブース送りや別ルームに対するサブ出力 

 

Rec   レコーディング用出力 

 

External FX  サンプラー、エフェクターなどの外部接続デバイスへの出力（およびリターン入力） 

(Send and Return)  

 

Monitor   ヘッドフォン 

 

 

-マスター出力１【OUT1】: 

 

この出力端子は XLR バランスとなっており、主に業務用パワーアンプや PA ラインへの送りに対する出力として用いられま

す。この出力レベルの工場出荷時における基準値は 0dBV (1V)ですが、内部基板の簡単なジャンパー変更で+6dBV (2V)

にすることが可能です。OUT 1 出力はMASTER 1 (22)ボリュームノブで調節することができます。 

 

-マスター出力2【OUT2】 

 

標準的な使い方として DJ ブースへの送りやステレオへの出力を行うといった場合が考えられます。端子である”stereo 

OUT 2” (29)は RCA ジャック端子を使用したアンバランス接続です。出力レベルの工場出荷時における基準値は 0dBV 

(1V)ですが、内部基板の簡単なジャンパー変更で+6dBV (2V)にすることが可能です。OUT ２出力はMASTER ２ (21)ボリュ

ームノブで調節することができます。 

 

-レコーディング出力(Recording Output) 

 

RCA ピンジャックを使った録音用の出力です。基準出力は0dBV(1V)となっており、変更はできません。 

 

- エクスターナルループ端子（External loop）: 

 

エクスターナルループとは外部のエフェクターやサンプラー、シーケンサーなどを NUO2 に接続し、外部ループによる多彩

なプレイを実現する端子です。外部出力端子=EXTERNAL FX SEND (12)と外部入力端子=input RETURN (24) の 2つがあ

り、外部機器の入出力をそれぞれ接続します。また、このエクスターナル出力は PRE/POST 切り替えスイッチで定義された

信号レベルが出力されます。基準レベルは入出力ともに 0dBV(1V)です。 

 

- ヘッドフォン出力（Headphones）: 

 

より豊かでパフォーマンス度の高い出力を得るために、ヘッドフォンはハイインピーダンスタイプ (200-600:)のものをお使い
いただくことを強くお勧めします。ヘッドフォンの端子をMONITOR (21)に接続し、ヘッドフォン出力ノブで音量を調節します。 
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4. クイックスタート 

 

�まず、巻末の設置図および結線図を参考にしながら、NUO2 と

各周辺機器との接続を行います。 

この章では「クイックスタート」と題して H-LINE 入力に CDを接

続し、(チャンネル１) 同時にマイクロフォンも接続、出力にヘッド

フォンモニター出力のみを使った簡単な使用方法に関して記述

します。 

 

１． チャンネルコントロールをセットします。GAIN, TREBLE, MID, 

BASS の各ツマミを中央のポジションにします。このとき、フ

ェーダーは一番下まで下げた状態にしてください。 

２． モニターボリュームMONITOR VOL (19)の音量を最小にし、

モニター切り替えスイッチ MONITOR PFL/MIX (14)

を”MIX”の位置に合わせておきます。 

３． チャンネル１の H-LINE に接続されている CD プレーヤー

の電源を入れます。 

４． モニター出力(20)にヘッドフォンを接続します。 

５． NUO2 本体のリアパネルに位置するメイン電源のスイッチ

を投入します。 

６． フロントパネルのVU メーターの下側にある”POWER LED”

が点灯していることを確認します。 

７． CD をスタートさせ、音源を NUO2に送ります。 

８． チャンネル 1 部分にある PFL(フェーダー前段検聴スイッチ

(9)を押し、音源をヘッドフォンで聴きながら GAIN つまみを

回し、VU メーターの指示値がおおよそ OdBV を指すように

調整します。 

９． チャンネルフェーダー(13)を上げ、クロスフェーダー(16)を

「チャンネル 1」側にします。 

１０． モニターボリューム(19)を調節し、ヘッドフォンで快適に

モニタリングできる音量にします。 

１１． チャンネルのイコライジングセクション(3/4/5)をチェック

します。このイコライザーは DJのワーキングを極限に考慮

して設計されたもので、左いっぱいにツマミをまわすとその

帯域の音が消えてしまう、アイソレーター機能を有していま

す。このアイソレーターは EQ セクション下の”KILL”スイッ

チによっても可能で、任意の帯域の音声をカットすることが

でき、この 2 つのイコライゼーション機能を使い、プレイしま

す。 

１２． クロスフェーダー(16)部のアクションをチェックします。ク

ロスフェーダーはチャンネル 1 と 2 に接続された各ソース

のミックスバランスを自由に調節するものです。クロスフェ

ーダーの動きにより、スムーズなフェードイン／フェードア

ウトも可能ですし、「カットスクラッチ」も行えます。クロスフェ

ーダーには特性がありますが、NUO2 はこのクロスフェード

カーブ特性を自由に調節することが可能です。本体前面下

の”SHAPE”つまみを使い、カーブ特性を決めます。 

さらに詳しい使用方法に関しては、本説明書の残りのセクション

をよくお読みください。 
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5. 操作方法に関する詳細な記述 

 

5.1. スタートアップ 

 

本体背面にある POWER(34)スイッチを ON にすると NUO2 本体の電源が入り、本体の”ON”LED が点灯します。 

＜注意＞ 

NUO2 の電源投入時に発生するノイズは他の DJ ミキサーに比べ非常に小さく、ほとんどノイズのないスムーズなスターティ

ングが可能です。しかし、他の音響機器対するダメージを防ぐため、ぜひ以下の「電源投入手順」をお守りください。 

 

【電源投入の手順】 

1. ターンテーブル、CDなどの音源装置 

2. ミキサー（NUO2本体を含む）、および EQなどのアウトボード 

3. パワーアンプなどの出力装置とレコーディング機器 

 

【電源 OFFの手順】 

上記１～３の逆の手順を行ってください。この手順を守らないと、スピーカーやアンプに損傷を与える危険性があります。 

 

 

5.2. 各種コントロール 

 

 

5.2.1 インプットセレクター【Input selector】 

 

各入力チャンネルにはセレクタースイッチ(1)が装備されており、PHONO入力やCD入力などを選択することができます。 

 

5.2.2. チャンネルゲイン【GAIN】 

 

NUO2 のすべてのチャンネルには無段階で調整が可能なゲインコントロールノブ(2)が装備されています。このゲインコント

ロールは主にチャンネル間の入力レベルの違いをおおよその幅で均一にするもので、このゲインコントロールをしっかり行

っていれば、フェーダーを上げたときにチャンネルにかかわらず常に同じレベルでの出力が得られます。 

ゲインのコントロールの仕方はシグナルプレゼンスインジケーター(3)、ピーク LED(2)、VU メーター、ヘッドフォンでの聴感を

リファレンスとして調節します。おおよそのレベルとして、①VU メーターで 0dB 前後を指すこと、②クリッピングインジケータ

ーが点灯しないレベルが最も望ましいといわれています。 

 

5.2.3. イコライゼーション 

 

NUO2にはチャンネルごとに３バンドのEQが装備されており、高音(3)および低音(5)は+10/-30dB のブースト/カットが可能

で中域(4)は+10/-25dB のブースト/カットが可能です。各帯域のイコライザーを左いっぱいに回すとその大域のとは消失し

ます。(アイソレーション機能) また、このアイソレーションは EQ ノブ下にある ISOLATER スイッチ(6/7/8)を押すことによって

EQ ノブの位置にかかわらずその帯域の信号をカットアウトすることが可能です。 

 

注意：ブーストをする際には、低音に十分注意してください。低音をブーストしたときにかかるスピーカーの負荷がキャパシ

ティをオーバーして破損する原因となります。 

 

5.2.4. モニタリングシステム 

 

NUO2 には直感的な使いやすさを追求した PFL/PGMモニタリングシステムが搭載されており、VU メーターやヘッドフォンを

通じて各チャンネルのモニタリングが可能です。それぞれのチャンネルは PFL(9)ボタンを押すことにより、フェーダーの位置

に関わらずそのチャンネルに入力された信号を独立して検聴することができます。 

 

また、PFL/MIX バランスボリューム(14)のつまみを適宜調節することにより、PFL と実際のメイン出力の両方を一度にモニタ

ーすることが可能です。 

VOL(14)ノブを回すと、ヘッドフォン出力をコントロールすることができます。 
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5.2.5. 外部エフェクト機器との接続とコントロール【FX SEND】 

 

NUO2 のチャンネル１と 2 にはそれぞれ FX SEND (11)という調節つまみがついています。これは、エフェクターやサンプラ

ーなど外部機器を SEND 出力(23)に接続し、相手方の外部機器に対して信号を送る量を調節するものです。外部機器から

のリターン信号はRETURN もしくはチャンネルのライン入力に接続します。（この場合はチャンネル３が適当です） 

 また、このエフェクト送り機構にはかつてのモデルで DJ からたくさんの要望があった PRE/POST 切り替えスイッチが標準

装備されています。POST の場合はエフェクトに送るレベルはチャンネルフェーダーの値に比例しますが、PRE の場合はフ

ェーダーの位置に関わらず常に一定のレベルで送出されます。 

 

5.2.6. カットスイッチ【Cut】 

 

それぞれのチャンネルにはカットスイッチ(12)が装備されており、フェーダーの位置に関わらず入力信号そのものの

OF/OFF を行うことができます。 

 

5.2.7. チャンネルフェーダー 

 

NUO2 には新開発の 45mm 専用フェーダーが搭載されており、VCA 回路*との併用で高い精度でのフェードとおよそ 400 万

回のスクラッチに耐える高耐久性を兼ね備えています。フェーダーのカーブ特性は FADERSHAPE つまみで適宜調節するこ

とができます。 
*VCA  Voltage Controlled Amplifier（電圧制御増幅回路）の略。フェーダーそのものに音楽信号(可変電流)を通さず電圧のみでコントロールするためフェーダーに対する

負荷を軽減することができ、電気パーツの耐久性向上に貢献します。通常 VCA は音を劣化させるという説が一般的ですが、ECLER の VCA 回路は音響特性として

放送局グレードに対応するものであり、音質を損なうことがありません。 
 

5.2.8. クロスフェーダー 

 

チャンネルフェーダーと同様、クロスフェーダーにもクロスフェーダーカーブ調節機構“XFADER SHAPE” (18)が装備されて

おり、このつまみを使用して「ソフト」もしくは「ハード」の間でフェーダーカーブを無段階で調節することができます。 

 

5.2.9. VCA チャンネルフェーダーおよびクロスフェーダーの交換について 

 

それぞれのフェーダーには寿命があり、無心号状態で動かしてみて雑音が発生する場合やプレイ中に音が途切れるなどの

症状が出現したときはそのフェーダーは交換時期にあると判断すべきです。フェーダーは以下の手順で簡単に交換できま

す。 

 

1. フェーダーノブをはずし、本体底部にある 4つのねじをドライバーで外します。 

2. 本体とフェーダーを固定している 2つのねじを外し、フェーダーを本体から出します。 

3. フェーダーを接続しているマルチピンコネクターを外します。 

4. 新しいフェーダーを取り出します。(必ず ECLER純正交換用パーツをお使いください) 

5. マルチピンコネクターを接続します。 

6. 本体とフェーダーを先ほど外した 2つのねじでしっかりと固定し、動かないことを確認します。 

7. 本体底部の蓋をし、フェーダーノブを取り付けて完了です。 

 

5.2.10. マスター出力レベル【MASTER】 

 

NUO2 は MASTER 1 (22)およびMASTER 2 (21)の 2 つの出力を有しています。OUT 1 (26-27)のレベルはMASTER1 のレ

ベルコントロールで、OUT 2 (29)は MASTER2 のレベルコントロールで、それぞれ独立して行うことができます。  
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6. より楽しくお使いいただくために 

 

6.1. グラウンドループ 

 

すべての接続機器のグランド（接地）がループ状態にないかどうかを確認してください。また、各種機材を接続する際は必ず

シールドの施されたケーブルを使用してください。これを怠ると、ハムノイズなどを誘発する原因となります。 

 

6.2. 周辺のオーディオ機器の接続 

 

オーディオ機器を接続するに当たって一般的に言える事項ですが、以下のことに留意してください。 

※ケーブルはなるべく太いものをなるべく短く使用すること 

※常にハイクオリティなケーブルを使用すること 

NUO2 はレコーディングなどのリファレンスとしても使用できるグレードの DJ プリプロダクションミキサーであり、内部のパー

ツはすべて最高質のものを使用しています。せっかくいいミキサーを使ってもケーブルやコネクターが悪いのであれば意味

がありません。 

 

6.3. バックグラウンドノイズ 

 

よくある質問や製品に対する意見として「バックグランドで発生しているノイズ」が取り上げられます。ECLER の DJ ミキサー

のすべての製品は、パーツから回路構成まですべてが吟味されつくし、放送用グレードとしても遜色のない、すばらしい電

気性能を持つ製品です。また、100V 以下で使用してもまったく電源にノイズが左右されることはありません。それでは、どう

したらノイズを減らすことができるのでしょうか？ 

たとえば、チャンネルフェーダーを 2 に設定してマスターフェーダーを 10 に設定するのと、チャンネルフェーダーを 10 に設

定してマスターフェーダーを 2 に設定するのとでは前者のほうが断然に発生するノイズレベルは大きくなります。また、他の

チャンネルフェーダーを上げたままの状態にしているとその数が多いほどノイズの発生に影響します。また、同じように

GAIN ノブを上げすぎてチャンネルフェーダーのレベルを小さくしたときも同じ状況が発生します。 

これらのことに気をつけることができればよりよいコンディションでミキサーを使用することができます。 

 

6.4. クリーニング 

 

お手入れをする際には、中性洗剤を水に薄めた液体を使い、柔らかい布を使って軽くふき取るようにしてください。溶剤の

入った有機性液体は本体の塗装をはがしたり、液体が内部に混入して回路に重大なダメージを与える可能性がありますの

で絶対におやめください。また、いかなる場合においてもフロントパネルから液体を混入させないようにしてください。
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7. 各セクションの機能および端子の詳細 

 

1. インプットセレクター 19. ヘッドフォン音量コントロール 

2. GAIN（ゲイン：入力感度調整） 20. ステレオヘッドフォンジャックコネクター 

3. TREBLE（トレブル：高域音質補正） 21. マスター2出力コントロール 

4. MID（ミッド：中域音質補正） 22. マスター1出力コントロール 

5. BASS（バス/ベース：低域音質補正） 23. 外部エフェクト用出力端子 

6. 中域アイソレーションスイッチ 24. 外部エフェクトリターン入力端子 

7. 高域アイソレーションスイッチ 25. 録音用 RCA ピン出力 

8. 低域アイソレーションスイッチ 26. マスター1バランス出力(左)XLR端子 

9. PFL（フェーダー段検聴スイッチ） 27. マスター1バランス出力(右)XLR端子 

10. FX センド：外部エフェクター送りプリ/ポスト切替 28. マイクロフォン入力端子 

11. 外部エフェクター送りコントロール 29. マスター2 RCAアンバランスピン出力端子 

12. CUT（カットスイッチ） 30. ハイライン入力（RCA ピン） 

13. フェーダー 31. フォノ入力端子（RCA ピン） 

14. PFL/MIX モニタークロスフェード 32. ローライン入力（RCA ピン） 

15. VU メーター(PGM/PFL) 33. フォノ用アース接続端子 

16. クロスフェーダー 34. メイン電源スイッチ 

17. フェーダーシェイプアジャスター 35. ヒューズホルダー 

18. クロスフェーダーシェイプアジャスター 36. 電源コネクターソケット 

 

 

8. ファンクションダイアグラム 
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9. 本製品の技術的仕様 

 

入力感度およびインピーダンス    H-LINE    0dBV/50k: 
       L-LINE    -10dBV/50k: 
       PHONO    -40dBV/50k: 
       MICRO    -50dBV/>1k: 
       FX RETURN   0dBV/>15k: 
 

出力レベルおよびインピーダンス    OUT 1 (BAL)   0dBV/600: 1V*(+6dB 2V) 
       OUT 2    0dBV/2.2k: 1V*(+6dB 2V) 
       REC    0dBV/10k: 
       HEADPHONES   200mW/200: THD 1% 
       FX SEND   0dBV/10k: 
 

周波数特性      H-LINE & L-LINE  10Hz÷30kHz -1dB 

       MICRO    10Hz÷35kHz -1dB 

       PHONO    RIAA ±0.5dB 

 

THD+N（総合ひずみ率）     H-LINE & L-LINE  <0.07% 

       MICRO    <0.1% 

       PHONO    <0.15% 

 

CMRR       MICRO    >70dB @ 1kHz 

 

SN 比（信号対ノイズの比率）    H-LINE & L-LINE  >95dB 

       MICRO    >85dB 

       PHONO    >90dB 

 

ゲインコントロール（全入力）    INPUT 1&2   ± 15dB 

       INPUT 3    ± 20dB 

 

入力 1/2 トーンコントロール    BASS    +10-30dB 

       MID    +10-25dB 

       TREBLE    +10-30dB 

 

入力 3 トーンコントロー     BASS    ± 15dB 

       TREBLE    ± 15dB 

 

“Kill”フィルター周波数(-6dB: 12dB/オクターブスロープ)     200Hz 

       MID    200Hz÷5,5kHz 

       HIGH    5,5kHz 

 

定格電源入力          90-264VAC 47-63Hz 

定格消費電力          30VA 

 

寸法       パネル部   370x160mm 

       奥行    80mm 

 

重量           3,3 kg 

 

 

(*) 内部ジャンパーで設定変更可能な箇所 
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10. ダイアグラム 

 

10.1.参考図集        

  

 

10.1.1. 各周辺機器との接続 
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10.1.2. ラックイヤーシステムの詳細(Fig1)      
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10.1.3. 内部ジャンパーピンによる出力ゲインの変更（※内部回路の詳細について理解できる方のみ行ってください!） 
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11. ブロックダイアグラム 
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